










目的 

本態性高脂血症のうち,家族性高コレステロール血症,およびアポリポ蛋白 E(アポ E)の異

常による高リポ蛋白血症を主たる対象として,その原因の解明,遺伝関係の確立,早期診断

の意義,診断法の開発などについての調査研究を行った。家族性高コレステロール血症は低

密度リポ蛋白(LDL)に対するレセプターの異常のために LDL が血中に停滞し,そのため若年

性の動脈粥状硬化が進展して若死するケースの多い先天性代謝異常症であり,またアポ E

の異常は LDL レセプターまたはレムナントレセプターへの結合の障害あるいは干渉の結果,

高脂血症をおこし,前者の場合同様に動脈硬化症を高頻度に合併する。そこで,出来る限り

早い時期に診断を行い,適切な栄養療法や薬物療法,その他特殊療法を行うことによって,

重篤な合併症である動脈硬化性疾患の進展を防止しようとするのが,われわれの研究の目

標である。 


